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初めて富山県内を視察して印象に残った光景2



というわけで、屋根に注目した発表を行います
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○今回視察で良く見かけた瓦は「釉薬瓦」

釉薬とは陶磁器の表面に付着したガラスの層のこと

○釉薬の役割

装飾・・・多種多様な色・釉調を表現することができます。

強度・・・ガラスでコーティングしてより丈夫になります。

汚れにくい・・・水・汚れを吸収しにくくなります。

富山の瓦は何故、黒光しているのか（1）4



富山の瓦は何故、黒光しているのか（２）

○素焼きした瓦を釉薬にドブづけ（裏側にも釉薬をかける手法）

○釉薬には酸化鉄やマンガンが含まれている
マンガンによって、瓦は黒くなる。

○塩害や凍害、寒さに強く耐久性が優れた特徴がある

○またガラス層でコーティングされているので、雪が落ちやすい
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国内各地域の屋根について

○北海道や東北地方
積雪量の多い北海道や東北地方では、金属屋根が普及。
雪下ろしの負担が大きく、最近では、屋根に雪をのせたまま自然に溶か
す「無落雪屋根」が主流。積もった雪を雪下ろしせずに、自然に溶ける
まで待ったり、屋内の暖房の熱などで雪が溶けたりして排水できる仕組。

○日本海側地域
冬の日本海側は波が荒く、積雪に加えて塩害の対策もあり。錆びる恐
れのある金属の屋根材ではなく、瓦を使った家が多い。

粘土の鉄分や石などを表面に噴出させることで、瓦の肌がざらざらし、
雪下ろしの時でも滑りにくくなった新潟県の「安田瓦」。島根県の
「石州瓦」は、日本海に面し、山間部は雪深くなる石見地方の厳しい
環境で生まれた。

焼成温度1200℃以上の高温で焼き上げることで土がしまり、吸水率が
低く寒さに強い瓦になっている。
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富山の住宅について（１）7



富山の住宅について（２）8



富山県内の太陽光発電設置件数

設置件数：固定価格買い取り制度移行後（平成２９年１月末）
５，３９３件

県 件数

４１ 富山県 5393

４２ 徳島県 5277

４３ 青森県 5262

４４ 鳥取県 4862

４５ 島根県 4752

４６ 福井県 3930

４７ 秋田県 3064

県 件数

１ 愛知県 76968

２ 埼玉県 61702

３ 神奈川県 50521

４ 静岡県 47775

５ 大阪府 47155

６ 千葉県 46518

７ 福岡県 45416

ワースト７ トップ７
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富山県のその他のデータ

〇日照時間
１６１２．１時間（２０１３年）
４５位／４７都道府県

※１位 山梨県 ２１８３時間
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富山県内の自治体の補助制度
2020年度

2021年度
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参考：東京都内の自治体の補助制度

2020年度
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